
౰社は、マイクロアクチュエーター（超小型Ϊア付き
モーター）とその応用製品を開発、製造し販売している。
このマイクロアクチュエーターは、モーターとݮ速機
を組み合Θせた超小型の動力装置で、ۦ動源であるモー
ターの出力ճస਺をݮ速機に内ଂされた極小歯車により
。速する構造となͬているݮ
このݮ速機には 2つの大きな特௃がある。ͻとつは、
このݮ速機内にある歯車が金ଐ製ではなく、プラスチッ
ク製歯車であることにある。金ଐ੾削による直ܘ 4�NN
ҎԼの歯車製造は೉しく、౰社が開発した精密歯車金型
によりプラスチック製歯車の製造をՄ能にした。また、
岩手大学との共同ڀݚによりこの歯車は、低ຎ໣、高ण
໋という特性もซせͬ࣋ている。もうͻとつは、この歯
車にै来の多ஈ式༡੕歯車とは異なる「ෆٞࢥ༡੕歯車」
という、౰社が開発したݮ速方式が採用されていること
にある。
多ஈ式༡੕歯車は 3ஈ֊にΘたり歯車をかみ合Θせる
ことにより、モーターのճసを 1�100 程度までݮ速する
のに対し、ෆٞࢥ༡੕歯車は１ஈの歯車で同程度までݮ
速がՄ能である。これにより、ݮ速ൺは同͡でありなが
らݮ速機内の部品਺が཈͑られたため、小型化につなが
り、低価格を実現している。
౰社は、この特ڐ技術を用いて֤छ光学機ث、ӷ体制
御機ث、ҩ療、バイオ機ثなど෯広い分野で使用される
製品の開発に取り組Μでいる。
本補助事業により取り組Ήこととした、࠶生ҩ療向け
高機能マイクロチューブϙンプの製品開発は਺年前、あ
る大学のࣨڀݚからのґཔに端を発している。チューブ
ϙンプとは、஄力性のあるチューブ管をローラーのճస

�� Ңܦͨ͠ࢪ࣮

�� ಺༰ͨ͠ࢪ࣮

成果
培養液自動交換システム
「CytoAuto」を製造し商品
化。再生医療分野のニーズに
応える製品であり、世界初の
製品として注目されている。

経緯
当社の小型歯車開発技術を用い
て試作したマイクロチューブポ
ンプを改良し、再生医療分野に
特化した高機能な製品を開発
し、商品化を目指した。

実施内容
マイクロチューブポンプのさらなる小型化、培養
液の微小流量、高精度化を図るため、小型であ
り高トルクを有する減速機を開発するとともに、
チューブの耐薬品性・吐出圧・耐久性をより向上
させ、従来品にない高機能製品を開発。
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によりしごき、管内のӷ体を押し出し、ు出する方式の
装置である。౰社では既に高精度歯車金型開発技術を用
い、マイクロチューブϙンプを試作しており、今後ҩ療
やバイオテクノロジーをは͡め、工業用్など多ذにΘ
たる需要がࠐݟまれることから、量産化に向け新たな製
品の開発を進めることにした。

マイクロチューブϙンプは、ҩ療機ثやバイオڀݚに
おけるഓ養ӷの作製やそのൖૹ分野において特にニーズ
が高まͬており、౰社のै来製品のさらなる小型化、ഓ
養ӷのඍ少なྲྀれや高精度化を実現し、࠶生ҩ療及びࡉ
๔生物学の分野で求められる高機能な製品開発を行ͬた。
۩体的な取り組みは、岩手大学との共同ڀݚにより耐
アルカリ性、耐ࢎ性を有するチューブ材料を用いた内ܘ
0�5NN、外１ܘNN�のマイクロチューブを成型する金型
を開発した。
ഓ養ӷ中のؾ๐は、ࡉ๔の生ࢮや増৩速度に大きな変
化を༩͑るため、࠶生ҩ療やࡉ๔生物学の分野において
๐制御の方ؾ๐制御法の必要性が高まͬており、このؾ
法にも同࣌に取り組Μだ。
、生ҩ療で広く使Θれている、ද໘ு力の஋が高く࠶
高分子ӷ体のؾ๐を除ڈするにはチューブϙンプのు出
ѹを市販品の 100L1B（キロパスカル）から 200L1B ま
で上ঢさせる必要があͬたため、定電ྲྀۦ動の制御ج൘
を開発し、トルク（この装置のなかのローラーճస力）
を向上させた。
さらに、マイクロチューブϙンプは、高度な衛生ঢ়ଶ
が求められることから、製品のࠝแ後でも໓ەՄ能な電
子ઢ໓ە法により໓ەすることとし、電子ઢ照ࣹに耐͑

ಘる材料をબ定した。
また、ϙンプ部の取り外しは؆୯なϫンタッチૢ作で
交׵できるԜತのቕめ合い方式に、交׵したϙンプは使
いࣺてのプラスチック製のディスϙーβブル（1ճ使い
ࣺて）方式にしたことも本製品の大きな特৭である。
次に、国立ڀݚ開発法人産業技術૯合ڀݚ所との共同
๔ഓ養用小型チューブϙンプを使ࡉにより、౰社のڀݚ
用したࡉ๔ഓ養法が、ै来のࡉ๔ഓ養法とൺֱし༏Ґに
あͬたことから、小型でు出ѹの高いϙンプを組みࠐΜ
だ、かけྲྀし式かΜྲྀマイクロチューブϙンプを試作開
発した。これをࡉ๔ഓ養実験により、開発製品には 3つ
の特性があることが実証された。1つめは、ࡉ๔ഓ養ӷ
交׵の際、ै来とは異なり人の手を介さͣかけྲྀしによ
り自動交׵できるため、ࡉ๔へのストレスがないこと。2
つめは、コンタミωーション（雑ەや異物のࠞ入）のリ
スクがないこと。3つめは、ഓ養ӷ交׵作業が必要な場合、
作業ؒ࣌が大෯に低ݮされることであͬた。ࡉ๔ഓ養に
は࿈ଓして１िؒҎ上のؒ࣌を要することも多く、作業
者へのෛ୲が大きかͬたが、それの解ফにつながること
となる。本開発製品の特性は、࠶生ҩ療における「高品
質なࡉ๔を低価格で提供する」というニーズに合கする
ものと考͑ている。

本補助事業により製品化したものが、ഓ養ӷ自動交׵
システム「$ZUP"VUP」（サイトオート）である。この製
品はઌड़の特性の΄か、ଞ社製品とのൺֱでもチューブ
ϙンプはಥ出して小型となͬており、またアメリカ国家
規格（"/4*) や業քඪ४ (4#4）にద合し、既存のഓ養ث
やݦඍڸԼでར用できるものとなͬている。また、ഓ養

ӷをૹ出するマイクロྲྀ路部分は、分子઀合技術を活用
したもので、ࡉ๔ಟ性のある઀着ࡎを使用せͣ、かつ安
価で高品質をҡ࣋した使いࣺてのカセットタイプとなͬ
ている。カセットタイプにしたことにより、コンタミリ
スクの低ݮが図られ、ڀݚඅ用や製造コストの削ݮにつ
ながͬた。

今後の事業計画は、ライフサイエンス（生໋科学）分
野に重点を置いた展開を考͑おり、特に࠶生ҩ療分野に
য点をあてࡉ๔採取、分析、ഓ養、これのൖૹ、人体へ
の౤༩と一࿈のྲྀれを໢ཏする精密ҩ療機ثの開発を進
めることとしている。
౰社では、ࡉ๔の採取や分析機ثである、ҩ療用ϖン
型電動ピϖット（薬ӷ分注ث۩）を商品化しており、こ
のピϖットにۙڑ཭用ແઢ通信技術の一つである #MVF�
UPPUI を౥載した「QJQFUUZ1SP」（ピϖッティプロ）は、
遠ִૢ作を実現するなど、実際に使用するڀݚ現場のニー
ズに応͑た製品となͬている。「$ZUP"VUP」は、これに
ଓき発売される製品であり、ࡉ๔ഓ養とこのൖૹにదし
た製品となͬている。ै来のൖૹは、ࡉ๔を凍݁する必
要があͬたが、この製品は、ࡉ๔を凍݁することなく、
ഓ養しながらൖૹすることがՄ能である。
現在、౰社製の精密アクチュエーター技術を活用した、
生ҩ療に࠶๔Ҡ২装置の開発も進行中であり、今後もࡉ
、༩する事業の構築に取り組Ήこととしている。またد
これらの製品を海外に直઀販売するため、関࿈会社を設
立し海外展開を開࢝しており、ニーズをダイレクトにつ
かみシェアの拡大を図ͬていきたい。

ポンプは凹凸嵌合になっている。ブロックのような形状で、取り
外しが簡便。

超小型ながら流速は１分間に 10 ~ 2000 マイクロリットル、吐出圧 200キロパスカル。耐薬品性、投与精度も高く、低価格と優位性は高い。

従来の培養液交換の常識を一気に覆す製品、培養液自動交換シス
テム「CytoAuto」。

「再生医療バリューチェーンを構築したい」
と熱く語る、代表取締役の片野圭二さん。

今回の製品開発に関わった開発部グループ
マネージャーの上山忠孝さん。
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